
Ｒ3.11.25時点

沖縄県新型コロナウイルス感染症対策の基本方針

質問項目 回答

Q1：期間はいつからいつまでですか。
A1：今回の対処方針は沖縄県における新型コロナウイルス感染症対策の基本方
針を定めたものであり、期間の定めはありません。

Q2：対象区域について教えてください。 A2：沖縄県全域です。

Q3:感染の再拡大がみられた場合はどうな
りますか。

A3:感染再拡大がみられた場合は、感染状況に応じて以下のとおり取り組みま
す。
【判断基準の目安】
① 感染拡大の兆候が確認された場合、各市又は保健所単位で「注意報」を迅速
に発信し、「注意報対象地域」とし必要な措置を要請します。
（目安：市・保健所単位人口10万人あたり25人超（週））
② 全県的な感染拡大の兆候が確認された場合、全県へ注意報を迅速に発信
（目安：全県10万人あたり15人超（週）（1日平均新規陽性者数32人超））
③各種経済対策に対する要件強化等を検討
（目安：全県10万人あたり25人超（週）（1日平均新規陽性者数53人超））
④ 急拡大の恐れがあるときに、強い措置を講じる
（目安：全県10万人あたり25人超（週）（1日平均新規陽性者数53人超）かつ前
週比1.3超）

2　外出及び移動に関する要請

Ｑ１：外出を自粛しなくてもいいですか。 Ａ1：混雑している場所への外出を控えるようお願いします。また、外出の際はマ
スク着用や手洗い等の基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。

Q2:会食の際にはどのような点に気をつけ
たらいいですか。

A2:会食は、なるべく大人数・長時間の開催は控えるようお願いします。
外食の際は、飲食店の求める感染防止対策に積極的に協力（大声を出さない、
会話時のマスク着用 等）し、感染防止対策が徹底されていない飲食店等の利用
は控え、「感染防止対策認証店」の利用をお願いします。

Ｑ３:「なるべく大人数での会食は控えるこ
と」とありますが、「大人数」とは具体的に何
人ですか。

A3:会食する飲食店等場所の広さによって異なりますが、人と人との間隔が取
れなくなるほどの大人数、感染防止対策に油断が生じてしまうほどの長時間に
及ぶ会食はなるべく控えてください。
　そのため、会食の際には、感染防止対策が徹底されていない飲食店等の利用
は控え、「感染防止対策認証店」を利用し、長時間・深夜遅くまでの飲酒等リスク
が高くなる行動は控えてください。

　国の専門家からは、大人数や長時間におよぶ飲食が感染リスクが高まる場面
と指摘されており、例えば5人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくな
るため、リスクが高まるとされています。

Q４：沖縄県から他県に行くのはだめなので
すか。

A４：県外との往来については、感染が拡大している地域（新規陽性者人口10万
人あたり25人以上）への往来は慎重に検討してください。往来前には健康観察
を行い来訪先の都道府県の注意事項に従ってください。
また、出発前には、ワクチン接種の完了又はPCR等検査の受検をお願いします。

１．総論

Q５：他県から沖縄県に入るのはだめなので
すか。

Ａ５:居住地の知事が求める都道府県間移動に関する要請に従い、来県時は基本
的な感染防止対策の徹底をお願いします。
感染が拡大している地域からの来訪は慎重に検討願います。

また、来県前には、ワクチン接種を完了するかPCR等検査で陰性を事前に確認
ください。
※　来訪前に検査が受けられない方は、那覇空港、宮古空港、下地島空港、新石
垣空港、久米島空港、到着時にPCR等検査を受検できる体制を整備しておりま
す。
　来県時は、感染防止対策が徹底されていない飲食店やホテル等の利用は控
え、「感染防止対策認証店」をご利用ください。
　沖縄滞在中に体調不調や発熱があった場合は、旅行者専用相談センター沖縄
にご相談ください。

【旅行者専用相談センター沖縄（「TACO」：Traveler’s Access Center
Okinawa）】
※　電話番号：０９８－８４０－１６７７　　　運営時間：８：００～２１：００（年中無休）

※修学旅行については、感染防止対策を徹底した上で、別途「沖縄修学旅行防疫
観光ガイドライン」等に基づいた行動をお願いします。
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Q１:飲食店等に対する要請はありますか。 A１:以下の事項にご協力お願いします。

（１）感染防止対策の協力要請
○業種別ガイドラインの遵守等、感染防止対策の徹底
・従業員への検査推奨、入場者の整理誘導、施設の換気
・発熱その他の症状のある者の入場の禁止
・手指消毒設備の設置、事業を行う場所の消毒
・マスク着用その他感染防止に関する措置の周知
・正当な理由なく、マスク着用等の感染防止措置を講じない者の入場の禁止（会
話する時はマスク着用）
・アクリル板の設置（又は座席の間隔１ｍ以上の確保）
（２）県・市町村の実施する感染防止対策促進のための巡回事業への協力
（３）「感染防止対策認証」の取得推奨
（４）カラオケ設備利用は、利用者の密を避けること、換気の確保等感染対策の徹
底

Q1：認証制度の目的について教えてくださ
い。

A1：県内では、新型コロナウイルス感染症の再拡大の波が繰り返し、県民生活や
医療現場、産業経済に深刻な影響を及ぼしています。その観点から県民生活と
経済活動の接点となる飲食店等の感染症対策を強化することを目的としていま
す。
　飲食店等における感染防止対策の基準を設け、基準をクリアした店舗に「認証
済ステッカー」を付与する認証制度を導入します。まずは、飲食店から巡回指導
を始め、その後、順次、認証の対象について、拡大していく予定です。

※令和３年9月1日から、宿泊施設に対する感染防止対策認証制度を開始

Q2：認証の手順について教えてください。 A2：認証のスケジュールについては以下のとおりです。

　（１）申請書の提出

  （２）申請書が提出されましたら、事務局から申請者へ、申請内容の確認及び実
地調査に係る日程調整等の連絡をいたします。

　（３）県の委託を受けた調査員が感染防止対策に係る基準に沿って実地調査を
行います。

　（４）上記の基準を満たしていることが認められれば、認証ステッカーを交付し
ます。

　認証ステッカーは後日の郵送となります。

詳細は以下をご参照ください。
https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/hoken/kansen/taisaku/ok
ininsho.html

Q３：実地調査を受けたが、認証ステッカー
が10月1日までに届かない場合はどうなり
ますか。

A３：実地調査日に修正事項がない場合、かつ翌営業日までに事務局から修正事
項等の連絡がない場合は、実地調査日の翌営業日の翌日から認証店として取り
扱います。なお、営業日とは事務局の営業日を指し、飲食店の営業日ではござい
ません。
例①）水曜日に実地調査を終了した場合、木曜日中に事務局から修正事項等の
連絡がない場合は、金曜日から認証店となります。
例②）木曜日に実地調査を終了した場合、金曜日中に事務局から修正事項等の
連絡がない場合は、土曜日から認証店となります。
例③）金曜日に実地調査が終了した場合、月曜日中に事務局から修正事項等の
連絡がない場合は、火曜日から認証店となります。

現在申請中の店舗で、実地調査が終了していない店舗は、国の通知に基づき、
「非認証店」として取り扱います。

3　事業者向け＜飲食店等について＞

4　沖縄県感染防止対策認証制度について
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Q１：各施設に対する要請の内容について教
えてください。

A１：特措法施行令第11条第１項に規定する運動施設、遊技場、映画館、ショッピ
ングセンター等の施設に対し、特措法第２４条９項に基づく以下の感染対策を要
請しております。また、各取組の実施状況をHP等で積極的に公表してください。

・入場者が密集しないよう整理・誘導
・会話等の飛沫による感染の防止に効果のある措置（特にフードコート） （アクリ
ル板等の設置又は座席の間隔の確保、換気の徹底など）
・手指の消毒設備の設置と、利用者等への手指消毒の呼びかけ、従業員への
PCR等検査の勧奨
・発熱等有症状者の入場を避けるための措置（入店時検温・サーモグラフィーの
設置）
・入場者へマスクの着用徹底等の呼びかけ
・マスクの着用等に正当な理由なく応じない者の入場禁止
・ゲームセンター、スポーツクラブ等の遊戯施設では、入場前の症状確認、検温、
手指衛生の求めを行うこと。
・業種別ガイドラインの遵守

Q1：問い合わせ先について教えてくださ
い。

A1：
・協力金の申請方法に関すること
「感染症対策協力金コールセンター」　電話：0120-332-107
　（受付時間：９時～17時（土日・祝日を除く））

・大規模施設協力金の申請方法等に関すること
　沖縄県大規模施設等協力金コールセンター
　電話番号：0120-084-887
　（受付時間：９時～17時（土日・祝日を除く））

・感染防止対策認証制度に関すること
「沖縄県感染防止対策認証制度事務局」　電話：０５０－５５２６－３０４１
　（受付時間：９時～17時（土日・祝日を除く））

・沖縄県対処方針の内容に関すること
　沖縄県保健医療部感染症対策課　　電話：098-８６６-２０１４
　（受付時間：９時～17時（土日・祝日を除く））

5　大規模施設等に対する要請について

6　その他の対応

7　問い合わせ先

Q1：イベントの開催要件について教えてく
ださい。

A1：イベント開催要件等については以下のとおりです。

※1：収容定員が設定されていない場合は以下のとおりとする。
　・大声なし　→　密が発生しない程度の間隔（最低限人と人が接触しない程度の間隔）を空けることとす
る。
　・大声あり　→　十分な人と人との間隔（できるだけ2m、最低1m）を空けることとする。
※2：「大声」は、「観客等が、①通常よりも大きな声量で、②反復・継続的に声を発すること」と定義し、こ
れを積極的に推奨するまたは必要な対策を十分に施さない催物を「大声あり」に該当するものとする。

※3：感染防止安全計画の作成・実施を条件に人数上限は収容定員まで可能となる。

・主催者は、業種別ガイドラインの遵守を徹底するとともに、国の接触確認アプリ
（COCOA）・沖縄県新型コロナ対策パーソナルサポート（RICCA）の導入又は名
簿作成などの追跡対策を徹底すること。
参加者5,000人超かつ収容率50％超のイベントについては、主催者がイベント
開催の２週間前までを目途に具体的な対策内容を記載した「感染防止安全計画」
を作成し、県へ提出すること。県が求める要請を満たさない場合は、延期・中止
を求めることがある。
全国的な感染拡大やイベントでのクラスターが発生し、国が業種別ガイドライン
の見直しや収容率要件、人数上限の見直し等を行った場合には、迅速に対応す
ること。
島外から多くの人が集まるイベントについては、来場者に対し、ワクチン接種又
は事前のPCR等検査での陰性確認を勧奨すること。

詳細は以下県HPのイベント実施等ガイドラインをご参照ください。

https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/kohokoryu/koho/
20200828.html
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